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交通事故死者数 65歳以上の高齢者の割合

（人）
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23

交
通
事
故
防
止
特
別
対
策
地
域
に
指
定

市
内
で
は
平
成
29
年
中
に
5
人
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
特
に
9
月
か

ら
11
月
ま
で
の
短
期
間
に
3
件
発
生
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
市
は
県
知
事
よ
り
平

成
29
年
12
月
18
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
17
日
ま
で

の
3
カ
月
間
「
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策
地
域
」

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
事

故
防
止
特
別
対
策
地
域
の
指
定
を
受
け
る
の
は
実

に
16
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
指
定
を
受
け
、「
行
田

市
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策
大
綱
」
を
策
定
し
、

市
長
を
本
部
長
と
す
る
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。大
綱
に
基
づ
き
、現
在
交

通
安
全
啓
発
活
動
や
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
広
報
啓
発
事
業
と
し

て
交
通
事
故
防
止
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布
や
横
断

幕
の
設
置
、
防
災
無
線
に
よ
る
啓
発
放
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
事
故
多
発
危
険
箇
所
の
点
検

や
道
路
安
全
施
設
の
修
繕
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
田
市
で
は
、
毎
年
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
被
害
者
・

加
害
者
の
人
生
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
る
悲
し
み
を
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
ど
う
し
た
ら
交
通
事
故
を
無
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

本
市
の
交
通
事
故
の
傾
向

市
内
の
人
身
事
故
に
よ
る
負
傷
者
数
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
伴
い
、
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
物
損
事
故
を
含
め
る
と

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
交
通
事
故
死

者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
中
は
3
人
、
平
成

29
年
中
は
5
人
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
非
常
に

深
刻
な
状
況
で
す
。
な
お
、
平
成
29
年
中
に
犠
牲

に
な
っ
た
5
人
の
う
ち
4
人
が
歩
行
中
も
し
く
は

自
転
車
乗
用
中
の
高
齢
者
で
す
。

増
加
す
る
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故

全
国
の
交
通
事
故
死
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
平
成
28
年
に
は
昭
和
24
年
以
来
67
年
ぶ
り
に

4
千
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
最
も
多
か
っ
た
昭
和

45
年
の
1
万
6
千
７
６
５
人
と
比
べ
る
と
約
4
分

の
1
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
交
通
事

故
死
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占
め
る
割

合
は
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
が
起
き
や
す
い
場
所
と
は

交
通
事
故
は
ど
こ
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
い
場
所

を
事
前
に
把
握
し
て
お
け
ば
、
交
通
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
回
は
そ
ん
な
交
通
事

故
が
起
き
や
す
い
場
所
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

①
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
を
通
行
す
る
場
合
は
、

一
時
停
止
を
守
り
、
左
右
の
安
全
確
認
を
し
っ
か

り
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
交
差
点
に
差
し
掛

か
っ
た
際
は
、
徐
行
も

し
く
は
一
時
停
止
を
し

て
、
安
全
確
認
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
見
通
し
が
良
す
ぎ
る
交
差
点

見
通
し
が
良
す
ぎ
る
交
差
点
も
交
通
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
同
じ
速
度
で
接
近
し
て
い

る
車
同
士
は
お
互
い
が
止
ま
っ
て
見
え
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
コ
リ
ジ
ョ
ン
コ
ー
ス
現
象
）。

運
転
中
は
一
点
だ
け
を
注
視
せ
ず
に
、
視
野
を
広

く
持
ち
、
運
転
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
長
い
直
線
道
路

直
線
道
路
で
は
速
度

感
覚
が
鈍
り
、
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
す
ぎ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
直
線
道

路
を
通
行
す
る
と
き

は
、
左
右
の
歩
行
者
・

自
転
車
の
様
子
を
注
視
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す

ぎ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●

市
内
の
交
通
事
故
が
多
い
道
路

市
内
で
は
国
道
１
２
５
号
線
、
南
大
通
線
、
県

道
行
田
東
松
山
線
で
多
く
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
も
う
一
度
自
身
が
生
活
で
通
行
す
る
道
路
を

思
い
返
し
、
危
険
な
場
所
が
あ
っ
た
場
合
は
注
意

し
な
が
ら
運
転
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
は
一
人
一
人
が
意
識
す
る
こ
と

で
無
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
改
め
て
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
、交
通
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
心
掛

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
課
交
通
担
当
（
内
線

２
８
４
）

～交通事故ゼロを目指して～

交通事故防止
特別対策実施中

交通事故発生件数 （行田市内）

区 分
人 身 事 故

物 損 事 故
件 数 死者数 傷者数

平成28年 408件 3人 545人 1,659件

平成29年 384件 5人 479人 1,731件
※数字は概数。行田警察署調べ。

※ 平成29年の数字は、交通事故日報集計システムにより集計された
速報値（12月末現在）

全国の交通事故死者数と高齢者の割合

「行田市交通事故防止特別対策大綱」
〈期間中、重点的に取り組むもの〉

１.子ども・高齢者の交通事故防止
・道路横断時の注意喚起を促す啓発活動の推進
・夕暮れ時や夜間における反射材用品の着用促進
・自転車乗用時の自転車ヘルメット着用の推進

２.四輪・二輪車の交通事故防止
・ 車両運転時の交通法令を遵守させる交通安全
教育の推進

・速度抑制を促す交通事故防止活動の推進
・早めのライト点灯とハイビームの効果的な活用

３.交差点における交通事故防止
・ 交通事故多発交差点における立哨活動など通
過車両対策の強化

・横断歩道上の歩行者に対する安全誘導の推進
・事故危険箇所の安全対策の推進

４. 市民に対する交通事故発生情報の
積極的な提供
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